
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度 公開授業協議会のご案内 

― 教科する教科学習の実践 ― 

令和３年１０月１日 

香川県内中学校長 殿 

香川大学教育学部附属高松中学校 

校長 佐藤 明宏 

（公印省略） 

 

皆様方には日頃より本校の研究につきまして，ご理解とご協力をいただきありがとうござい

ます。今年６月に予定しておりました本校研究発表会は新型コロナウイルスの感染状況から中

止と致しましたが，よりよい教育の創造を目指して研究実践を継続しております。 

この度，研究の一端を御覧いただき，先生方よりご意見をいただきたく，授業協議会を下記

の要領で実施することに致しました。つきましては，職員の皆様に周知いただきますよう願い

ますとともに，ご参加につきましてご高配賜りますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 日 時  令和３年１０月２２日（金）13:45～16:25 （技術・家庭） 

令和３年１２月 ３日（金) 14:00～16:25 （社会，音楽，英語） 

 

２ 場 所  香川大学教育学部附属高松中学校 

       香川県高松市鹿角町 394 番地（TEL087-886-2121） 

 

３ 内 容  技術・家庭，社会，音楽，英語の授業実践の記録動画を用いての授業討議 

 

４ 日 程  １０月２２日 13：30 ～ 13：45 受付 

４ 日 程  １０月２２日 13：45 ～ 16：25 授業討議・指導助言 

４ 日 程  １２月２３日 13：20 ～ 14：00 受付 

４ 日 程  １２月 ３日 14：00 ～ 16：25 授業討議・指導助言 

５ 定 員  各教科 30 名 

（参加は県内の中学校教員に限らせていただきます） 

 

６ 申し込み 裏面の参加申し込み方法を御覧ください。  

 

７ その他 ・参加費は無料です。 

・公開授業の指導案等は当日配布します。研究全体の内容については，本年６月

に本校より各学校に送付致しました「令和３年度研究発表要項」を事前にお読

みいただくか，本校ホームページに掲載しております全体提案のＰＤＦファイ

ルをお読みいただくと幸いです。 

・運動場を駐車場としてご使用いただけます。北門よりご入場ください。 

・マスクの着用をお願い致します。当日，受付で検温致します。発熱のある方は 

 参加の見合わせをお願い致します。 

授業研究のテーマについて 

教科学習の根幹を見失わない授業デザインとして「教科する教科学習」を提案いたします。  

本校では，「教科する学習」を，各教科ならではのおもしろさや魅力，その教科を学ぶ意義の実感

につながる知のプロセスに参加する学習と考えています。教科する教科学習で，生徒はどのよう

な姿を見せるでしょうか。教科する教科学習の可能性について一緒に考えましょう。          

 

 



 

 

教 科 
単 元 名 

授 業 説 明 
授業者 

（学年） 
指導助言者 

技 術

・ 

家 庭 

材料と加工の技術「生活に生かすものづくり」 

～生活に役立つオリジナル作品の製作～ 

たかが紙，されど紙！既習したことをもとにペーパーブリッジコ

ンテストに挑戦します。個人でグループで，強度の世界に引き込

まれていく生徒の姿を御覧ください。体験し感じたこと，製作段階

の作品に生かしていきます。 

有友 誠 

（１年） 

佐々木 徹 

（丸亀市立飯山中学校校長）  

〈衣食住の生活についての課題と実践〉食と防災 

～「生きていく」ための知恵と備え～ 

地震発生から 4 日後，限られた備蓄食材のみで 1 週間の夕食

献立作りに挑戦します。家庭の備蓄調査と既習内容をもとに，家

族の健康を守るため，自分発信で家庭やこれからの生活につな

いでいく学習を提案します。 

和田 美紀 

（２年） 

芳我 清加

(香川県教育センター主任指導主事) 

 ＊技術・家庭科の授業は香中研技術・家庭科部会の若年教員指導力向上研修を兼ねています。参加申し込

みは香中研・技術・家庭科部会事務局にお願いします。  

 

 

教 科 
単 元 名 

授 業 説 明 
授業者 

（学年） 
指導助言者 

社 会 

律令国家の形成 ～古事記は何を生み出したのか～ 

律令国家の確立に至る過程で，なぜ古事記が編纂されたのか

を考察します。神話が何を表すのか，仮説を立てて検証する中

で，国家の成り立ちにおける秘密を解き明かすことができるの

か，生徒が思考を深める学習を提案します。 

小野 智史 

（１年） 
鈴木 正行（香川大学） 

音 楽 

音や音楽の魅力を見つけよう 

身近な音や音楽から音楽の魅力を探ります。歌唱や鑑賞の授

業で扱う教材曲の音と音とのつながり方やリズム等によって生み

出される曲想を捉え，「喜」をテーマとして創作表現につなげてい

きます。 

小澤  聡 

（１年） 

木村 りさ 

（直島町立直島中学校校長） 

英 語 

What is the best My Report? 

「日本の魅力を海外の中学生に発信しよう」を学習課題に，英

字新聞から学んだことを生かして，より魅力が伝わる”My Report”

の完成を目指します。お互いに意見を交換しながら，再構成して

いく生徒の姿にご注目ください。 

佐藤 梨香 

（３年） 

小川 正晃

(香川県教育センター教育研究課課長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12 月 3 日（金）                      

 

参加申し込み方法  
●  申込方法  本校ホームページ上の申込フォームから，web でお申し込みください。  

   

本校ホームページ https://www.tch.ed.kagawa-u.ac.jp/ 

 

●  参観者の上限枠を設け，先着順 30 名です。  

●  申し込み人数が上限枠に達したかどうかは，随時ホームページと申込フォーム内に  

掲載します。  

●  申込期間  令和３年 10 月４日（月）９時～１２月２日（木）１６時  

※  参加申し込みは，  web 申し込みのみです。  

●  今後の新型コロナウイルス感染拡大状況によっては授業協議会を中止する場合もございます。その場合

は，申し込みで登録いただいたメールおよび本校ＨＰでお知らせいたします。  

●  お問い合わせ先：087-886-2121 または kenkyuhappyoukai@kagawa-u.ac.jp まで  

本校ホームページ用 QR コード 

 

 10 月２２日（金）                    


